
令和６年度 飯塚市老人クラブ連合会事業報告 

 

飯塚市老人クラブ連合会は、地域を基礎とする高齢者の自主的団体として、「健康」

「友愛」「奉仕」の精神を踏まえ、仲間づくりを通して、生きがいと健康づくり、生活や地

域を豊かにする様々な活動に取り組んできました。令和６年度は新型コロナの感染は

減少しているものの、夏の猛暑、冬の寒波という厳しい気候状況のなか、熱中症、新

型コロナ、インフルエンザ等感染予防策等に留意し、多くの事業を実施することが出

来ました。 

 

会長、副会長等で構成する役員会を毎月初め定期的に開催し、本会の円滑な活

動と５支部の間の連絡調整を行い事業の推進を図りました。また、健康・女性・福祉の

専門部会の開催を重ねて各事業の円滑な活動の調整を図りました。 

 

県老連主催の研修会・講習会は、６月２５日単位老人クラブ新任会長研修会、９月 5

日体力測定講習会，１１月８日高齢者相互支援リーダー研修会等に多くの会員が参

加し、クラブ活動の資質向上に努めました。 

また、春日市で開催の女性リーダー研修会や福岡市で開催のシニアスポーツレクリ

エーション活動講習会には多くの女性会員が参加し、老人クラブ活動の向上に向け

研修に取り組みました。 

女性部会が中心となって実施しているふれあいマージャン交流会は８月と２月の２

回開催し、多くの女性会員が交流し，競技の参加者、地域が拡大してきました。 

 

健康づくり事業では、グラウンド・ゴルフ、ペタンク、ゲートボールの三大スポーツ大

会を開催しました。６月１４日の飯塚市長杯グラウンド・ゴルフ大会をはじめ、７月２４日

ペタンク大会、７月２６日にゲートボール大会を開催しました。各大会の上位者は福岡

県大会、筑豊地区大会の参加出場となるため熱戦が繰り広げられました。 

また、昨年１１月には新しいグランドゴルフ場がオープンし、大会の開催のみならず、

連日会員をはじめとする多くの利用があり、健康づくりに大いに寄与しています。 

文化事業として、第 10 回新春カラオケ大会を記念大会として１月２４日開催しました。

会場ではカラオケのほかコーラス、詩吟、踊り等のバラエティにとんだ演目が披露され、

出場者の熱唱に熱い声援を送られました。 

 

高齢者向け体力測定事業は、高齢者一人ひとりが自分の体力を知って、運動の習

慣を身につけ、介護予防・健康づくりに役立てるもので、体力測定会、栄養管理の知

識と食生活の向上について学ぶ高齢者料理教室など健康づくり事業の延開催回数は

5支部合計で６０回、参加者は１，８４４人となっています。 
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高齢者地域支え合い活動として、高齢者ネットワーク推進事業（愛の一声運動、友

愛訪問）に老人クラブの支援活動員が取り組んでいます。令和６年度には５７クラブで

１９４人の支援活動員が、延べ６，１６７回訪問活動を行い、安否確認、生活支援等活

動を行いました。 

 

奉仕活動では全国老人クラブ連合会が提唱し全国的に展開している９月の「社会

奉仕の日」を中心に地域において奉仕活動を行いました。自治会や子ども会等の地

域の団体と協力して公共的施設の清掃などの美化活動や資源ごみ回収などの環境

にやさしい活動に取り組みました。参加クラブ数６５クラブ、参加会員数延べ３，２５０人

と各支部・各単位クラブで活発な活動を展開しました。 

 

組織活動の強化に向けた取り組みとして、県老連では会員増強運動を令和６年か

ら引き続き実施しています。本会でも７月、１１月、３月を会員増強月間として会員加入

の呼びかけを勧めてきました。令和６年度は会員の増加が顕著なクラブとして県老連

から６クラブ、特別賞として新規１クラブが表彰されましたが、飯老連全体では減少傾

向で令和７年４月現在、単位老人クラブ数７０クラブ、会員数２，０８０人となっていま

す。 
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